
今年も⾥と森の教室が5月22日にスタートしました。12月4日まで
9回の農作業等の体験です。今年度は17家族43名が参加します。

コロナ禍3年⽬の開催となり、屋外での活動は人との間隔や会話
の有無など条件が整えばノーマスクも許容されるようになりましたが、
皆さんマスクを着用されていました。
初回はサツマイモとサトイモの植付、玉ネギとスナップエンドウの収穫

を⾏いました。
2回⽬の5月29日は⽥植えを⾏いました。ほとんどの方が初めての

体験で⼾惑いながらの作業開始でした。⽥んぼで尻もちをついたり、
足抜きに苦労していましたが、楽しんでいる様子がうかがえました。
3回⽬の6月19日は稲の成⻑を願い、 るヒエの除去です。日

差しの強い暑い日にも関わらず子どもたちも根気よく黙々と頑張って
いました。おまけのタマネギ収穫とおみやげにも大興奮でした。
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これはハンミョウっていうんだよ。
天気の良い日に⼭道を歩いていると

出会えるよ。
人の歩く前を飛んではとまり逃げていく

姿はまるで道案内をしているようだよ。
だからミチオシエとも呼ばれるんだ。
とっても綺麗でまるで宝⽯のようだね。

今号のトピックス

・海上の森散歩 〜夏は湿地を楽しもう〜・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (2P)
・この人 グリーンウッドワーク・ラボ 加藤 慎輔さん・・・・・・・・・・・・・・・・(3P)
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海上の森散歩 夏は湿地を楽しもう︕︕

サワシロギク 7.30撮影

ノギラン 8.5撮影

チョウトンボ 7.20撮影

海上の森を代表する湿地の⼀つに屋⼾湿地があります。湿地は貧栄養で酸性であるため、⼀般の植物が進入してこ
ないので、こうした環境に適応した独特の植物が⾒られます。養分が少ないので小型になり、モウセンゴケやミミカキグサの
仲間のような食虫植物もあります。写真は屋⼾湿地及びその周辺で⾒られる植物や昆虫です。

なお、湿地は踏みつけによる影響が大きいので、観察用の歩道から外れないようにお願いします。

ホザキノミミカキグサ 8.5撮影

サギソウ 8.12撮影

ハッチョウトンボ♂ 8.16撮影

トウカイコモウセンゴケ 7.6撮影

ハッチョウトンボ♀ 8.28撮影



そんな中、⻑年、地元愛知県でグリーンウッドワーク普及の
拠点が欲しいと考えていましたが、縁あって今年度よりあいち
海上の森センターでグリーンウッドワーク講座を開催させて頂
いています。講座では、箸、スプーン、器にスツールなど暮らし
を彩る作品が作れます。森の恵みを頂くところから始める本
格的な内容ですが、木工が初めての初心者でも楽しめます。
随時募集しておりますのでご興味のある方はご応募ください。

グリーンウッドワーク海上の森
特設ページ︓https://greenwoodwork-
kaisho.jimdosite.com/
ブログ︓https://greenwoodwork-
kaisho.blogspot.com/
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この人︕ 「グリーンウッドワーク 〜森の恵みを⽣かした木工〜」
グリーンウッドワーク・ラボ 加藤慎輔さん

３ページ

＜プロフィール＞
名古屋市⽣まれ。木工を志すも勘違いから造園の道へ。庭仕事の傍
ら木工教室に通う内にグリーンウッドワークを知る。 2002年英国での
学びをきっかけに日本でのグリーンウッドワーク普及を決意。

2007年⻑野県にある木工学校に通い
本格的な技術を習得。
その後、2011年より大同大学情報デザ
イン学科3Dデザインコースにて技術員/
非常勤講師を務める。
2022年よりグリーンウッドワーク講座を
海上の森で開催中。

＜QRコード＞

伐採 材料準備 削り

グリーンウッドワーク（greenwoodwork）という⾔葉をご
存知でしょうか︖グリーンウッドとは英語で「⽣木」を意味しま
す。現在、⼀般的なウッドワーク（木工）は乾燥した木材を
使うのが当たり前ですが、そうなったのは19世紀にかけて起
こった産業革命以後のことで、それまでは⽣木を加工すること
が当たり前でした。
木材は乾燥する過程で縮んだりねじれたり⾊々な不具合

が起こります。それを克服するために人々はあらかじめ乾燥し
た木材を利用するようになりましたが、昔はその性質をうまく
利用して木材を活用してきました。その知恵を⽣かせる方法、
それがグリーンウッドワークです。
基本的には昔ながらの電気を使わない人⼒での木工なの

で、電動工具のように早くはできません、同じものを大量に作
るのは苦⼿です。ですが、⼀つ⼀つ違っても良いじゃないか、
自分たちの⼿で暮らしに必要なものをコツコツ作ろうじゃない
か、そんなライフスタイルも良いのではとの思いで続けています。
またグローバリズムの中で近所のホームセンターには海外の

木材が並び、⾝近な地域資源としての樹木の利用がおろそ
かになっているとも感じます。世界情勢の影響で高騰した木
材を買わないといけない状況にも疑問があります。そんな問
題を解決する⼿段としてもグリーンウッドワークは有効と考えて
います。



森に向き合う⼥性、応援します
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受講者募集︕ 令和４年度海上の森アカデミー「森⼥養成コース」

対象・定員︓森林・⾥⼭の整備に関心のある⼥性・９名
申込方法︓別紙様式に必要事項を記載の上、郵送、メール、FAXまたは持参にてお申込ください。
メールの場合は、件名を「海上の森アカデミー森⼥養成コース受講申込」としてください。
申込締切︓8月31日（水）必着
申込先︓あいち海上の森センター
受講者の決定︓提出された書類により選考します。

編集後記
今年は梅⾬入りしたかと思えば直ぐに梅⾬明

け。と同時に猛暑日が続き体に堪えます。
森の中に入れば多少暑さが和らぐような気が

しますが、巡視や作業をすれば直ぐに汗が噴き
出してきます。海上の森を訪れる皆さんも、熱
中症対策は怠りないようにしてくださいね。

編集･発⾏ あいち海上の森センター（ムーアカデミー）
発⾏日 ２０２２年８月２日
〒489-0857 瀬⼾市吉野町304-1
TEL: 0561-86-0606 FAX: 0561-85-1841
E-mail: kaisho@pref.aichi.lg.jp
URL: https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kaisho/

定年退職頃から始めた三つの趣味の内の⼀つ、北海道の
礼文島トレッキングについて記します（残りの二つはバラ栽培
と宝塚観劇）。

若い頃は登⼭が趣味で、高⼭植物を愛でるのが楽しみで
した。その後、永らく登⼭から離れたので、定年を機に再開を
考えましたが、体⼒が不安。そこで、礼文島は標高が低くても
「花の浮島」と呼ばれるほど高⼭植物が多いことから、妻に退
職記念(?!)⼀人旅の許可を貰い初めて⾏ってみたところハ
マってしまいました。それ以降、９年連続で⾏ってます。

センター職員随想リレー 語りべの⼀⾔
妻に怪しまれないために３年⽬には妻同伴で歩き、咲き

誇る花を楽しんでもらいましたし、定宿のご主人に「毎回、⼀
人旅であること」を証⾔してもらいました。翌年も誘いましたが、
旅⾏のスタイルが、妻は「⾏ったことの無いところ」派、私は
「好きなところは何回でも」派なので、そのまま⼀人旅が続い
ています。旅の楽しみ方は人それぞれですね。

礼文島トレッキングの良さは人の少なさ︕です。季節に
よって次々と咲き継ぐ高⼭植物と利尻島を背景にした「天空
の遊歩道」を独り占めできることもあります。（Ｉ.Ａ）

夏の散策の注意点

海上の森の夏は多くの⽣きもので賑わい楽しみな季節
ですが、森の中に暮らす⽣きものの中には人を刺すものや
毒のあるものもいます。
これらの⽣きものを発⾒したら静かに離れ、決して近づか

ないようにしてください。
マダニ対策としては、⻑袖・⻑ズボンを着用して裾締まり

をしっかりすることが有効です。
なお、休憩や水分・塩分補給をこまめに⾏うなど熱中症

対策も忘れないでください。

オオスズメバチ マムシ

マダニ 名古屋市衛生研究所HP

吸血後
（約10mm）

吸血前
（約３mm）

様式・詳しい情報
はこちらから →

mailto:kaisho@pref.aichi.lg.jp
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kaisho/

